
言葉で伝え合おう
テーマ「 何か手伝うことはありますか？」 校長 長 尾 剛 史

「先生、毎年のことだけどね、町内で防災訓練やるとさ、中学生が来るでしょ。でも、公園のすみ

っこにいて見てるだけなんだよ。『何しに来たの？』って話。それで訓練が終わると、『ハンコくだ

さい』って来るんだよ。学校で『証明のハンコをもらってこい』って言ってるでしょ。学校でさ、訓

練の受け方を指導してくれないかなぁ？」 18年前、私が市の中心地のＪ中学校に勤めていた頃、親

しい自治体の会長さんに言われた言葉です。12月第一日曜日に行われる「県一斉地域防災訓練」が近

づくと、この言葉を思い出します。

この当時、神戸市を中心とした「阪神淡路大震災」が発生した後で、都市型災害に対する関心が高

まっていて、防災訓練が重要視され始めた頃です。しかしＪ中学区の実情は、市の繁華街が学区とい

うこともあって、どの町内も訓練が実施できる状況ではありませんでした。中には防災訓練ができず、

「市の職員に何とかしてほしい」と訴える自治体すらありました。そんなことから、防災訓練ができ

ない自治体の生徒は、仕方なく他の自治体の訓練に参加していました。そして私は、親しいＡ会長さ

ん宅に向かい、頭を下げて中学生を訓練に参加させてくれるようお願いしたわけです。Ａさんの言葉

は耳が痛いものでしたが、「一理ある」と職員会議でこの事を伝えたのです。すると、しばらく押し

黙っていた先生方の口から、「そこまで学校がやらなきゃいけないのか？」とか、「生徒が参加しや

すい訓練を町内会が工夫すればいい」などの言葉が出てきたのです。（それを私に言われても…）と

いう思いと同時に、何か別の感情が私の中で湧きおこってきてしまい、つい私も「今、そんなこと言

っている場合じゃないでしょ！」と、強い口調で言い返してしまいました。この頃、Ｊ中では「かけ

がえのない命を守ること」をテーマに、防災プロジェクトを立ち上げることが決まっていました。学

区の人たちが困っている共通の課題に対して、「他人任せ」や「人のせい」にする意識が、最も大き

な障害になると私は考えていました。後にこのプロジェクトは「プロジェクトＪ（ＰＪ）」と呼ばれ、

防災教育の手本となっていきます。ちなみに、各校で現在取り組ま

れている防災学習のほとんどが「ＰＪ」によって始まった指導です。

例えば、「個人用災害備蓄品の用意」「防災学区探訪」「災害図上

訓練ＤＩＧ」「避難所運営訓練ＨＵＧ」。トリアージ訓練を一早く

取り入れたのもＪ中でした。そして知識や技能を身に付けた生徒た

ちは、自治体の防災訓練があると勇んで参加しに行ったのです。

「何か手伝うことはありませんか？私たちにやらせてください！」

と。学習したこともありますが、それ以上に生徒たちは「ＰＪ」か

ら、皆の命を大事にしていくことが一番の使命とする心構えを吸収したのだと思います。また、連合

自治体も負けてはいませんでした。現在、訓練時に「全員無事」を報せる「黄色い旗」の目印があり

ます。これを考案したのが、このＪ中学区の自治体さんたちなのです。

さて南中では、ここ３年間、さまざまな防災学習のほか、東日本大震災に被災された方の「お話を

聴く会」により「かけがえのない命を守ること」に取り組んでいます。と同時に、探究「我ら南中学

区応援団」を通して、学区の魅力や役割を市内外に

発信しています。この両輪の取り組みにより、明ら

かに南中生の学区に対する「ふるさと感覚」は上が

り、自分が学区の一員であるとする自覚が向上して

います。自治体の訓練に参加することは勿論ですが、

最も大事なことは、「何か手伝うことはありますか

？」の言葉と気持ちだと思います。自治体のＡ会長

さんは、それを言いたかったのだと私は思っていま

す。この学校だよりが各地区に届く頃には、防災訓

練は終わっていることと思います。今年の南中生は

どうだったでしょうか？今後とも南中生のご指導

宜しくお願いします。
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